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要　　約
＜目的＞現在、メントールを含有した飲料であるミント
ティーが多く市販されている。食品添加物でもあるメン
トールを含むミントティーの継続的な摂取が生理反応や
感覚に及ぼす影響を調べた研究は少ない。また、女子学
生は学生生活の中で冷えや暑さを感じることが多い。そ
こで本研究では女子学生を対象に、メントールを含む
ハーブ（ミント）の継続摂取による効果や安全性を明ら
かにすることを目的とした。
＜方法＞この研究は、専門学校および大学の女子学生を
対象とした。対象者は、メントール含有ペパーミント飲
料（以下、ミントティー）を１日３回１週間連続摂取し
た。我々は、ミントティー摂取前と１週間継続摂取後、
および２週間後に身体計測（身長、体重、BMI、基礎代
謝、体温、血圧、脈拍）温冷感覚アンケート、クレペリ
ン検査を実施し、ミントティーの温冷感覚への影響およ
び安全性について検討した。さらに、クレペリン検査後
に、主観的感覚アンケートを行った。統計解析は、15名
の時間経過による変化および、ミントティー摂取前の温
冷感覚アンケートの結果をもとに、感覚冷感群（以下、
冷感群）、感覚暑感群（以下、暑感群）の２群に分類し
て分析した。
＜結果および考察＞データ解析対象者は15名であった。
15名全体では、生理応答、クレペリン検査に時間経過に
よる有意な変化は見られなかったが、主観的アンケー
トでは、「疲れ感」に有意な変化がみられ、飲用前（以
下、０週）に比べて飲用１週間後（以下、１週）に有意
に低下した（ｐ=0.020）。冷感群と暑感群の比較におい
ては、ミントティー摂取による収縮期血圧は、暑感群で
は０週に比べて１週、摂取完了１週間後（以下、２週）

とも低下し（ｐ=0.003）、冷感群では１週に比べて２週
で低下した（ｐ=0.023）が、拡張期血圧は両群とも有意
な変化はみられなかった。主観的感覚のうち、「疲れ感」
は、冷感群で０週に比べ１週、２週とも低下した（ｐ＜
0.001）。クレペリン検査による作業量は、両群とも０週
に比べ１週、２週とも増加したが、変化量では、暑感群
に比べ冷感群が有意に高かった（ｐ=0.006）。本研究で
の女子学生は、ミントティー摂取による安全性への影響
はなく、冷感群、暑感群で生理的応答と主観的感覚が異
なることが示唆された。なお、本研究では、ミントティー
の摂取期間中および摂取完了後１週間の身体計測等の基
礎健康調査および問診での気分の悪化や頭痛、嘔吐、下
痢などの症状に異常はなかった。

キーワード
　メントール、ミントティー、感覚冷感群、感覚暑感群、
クレペリン検査

緒　　言
　ミントは、ミントティーやスパイス、香料など様々な
形で食用とされる。中でもペパーミントにはメントール
が多く含まれており、ミントティーの他にも菓子などに爽
快感を付与するために使用されている１）。メントールは、
食品添加物としても使用されており、使用基準は、着香
としての用途が指定されているのみである２,３）。ペパーミ
ントオイルの使用量についての安全性の報告は見かける
が４）、葉については、ペパーミント茶としての摂取は安
全であるが大量に摂取した場合は不明とされている５）。
　また、女子学生には学生生活の中で冷え（冷感）や暑
さを訴えるものが多くみられる。冷感とは、「からだの
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他の部位はまったく冷たさを感じないような室温におい
て、からだの特定部位のみが特に冷たく感じること」を
指している６）。女子学生における冷感関連要因の検討で
の冷感は、女性特有の症状という訳ではないが６）、多く
の女性が冷感に悩んでいることは事実である７）。近年冷
感は若い女性に多くみられることが明らかとなっており
８－12）、西川ら20）によると、女子学生を対象にした研究
では、冷感の頻度が50％以上の高率であることが報告さ
れている７）。
　先行研究14）によると、冷えや暑さを訴える女子学生を
対象として、日常生活で飲用することの多い紅茶に、身
体への温熱・冷却作用を持つ食品として知られている
ショウガやペパーミントを加えて摂取する試験が行われ
た。その結果、ショウガを摂取したことによる身体への
影響がみられたものの、ペパーミントについては特に有
意な変化はみられなかった。この試験は、それぞれの被
験物質を昼と翌朝の２回飲用した場合の短期試験であ
り、ペパーミントの長期連続摂取による身体への影響は
未知であった。そこで、ペパーミントに関する報告を調
べたところ、ペパーミントの臨床試験の多くは、１回の
芳香浴15,16）などの単回負荷試験で、連続摂取試験が行わ
れた報告では、50歳以上の女性を対象にしたもののみで
あった17）。そこで、今回我々は、女子学生を対象にメントー
ル含有ペパーミント（以下、ミントティー）を１日３回、
１週間連続摂取した試験を立案し、生理的応答、主観的
感覚、クレペリン検査の成績から感覚によるミントティー
の影響と摂取による安全性を検討することとした。

Ⅱ．方 法
１．対象者

　大手前栄養製菓学院専門学校（１、２年生）、大手前
大学健康栄養学部管理栄養学科（２、３、４年生）で、
本研究の趣旨を理解し、同意協力が得られた健常な女子
学生22名（年齢19～43歳：23.7±7.5）を被験者とした。
被験者の除外条件として、ミントが体質的に合わない人、
妊産婦、高度な痩せがある者とした。

２．メントール含有試験飲料

　ペパーミントパウダー0.4g（メントール含有）：エジ
プト産（株式会社大津屋商店）、アーマッドティー（イ
ングリッシュブレックファースト）2g/１パック；スリ
ランカ、インド、ケニア産（富永貿易株式会社）を使用
した。18）

　対象者には、事前に１回分ずつ小分けしたものを３回
分×７日間配布した。

試験飲料は、紙コップ（275mlのもの）にティーバッグ
にいれたペパーミントパウダー0.4gとアーマッドティー
2gを入れ、250mlのお湯で３分間抽出した。

３．身体計測に用いた器機

①体重計：株式会社タニタ体組成計BC-810（ホワイト）
②体温計：オムロン株式会社電子体温計  MC-681
　　　　　けんおんくん
③血圧計：オムロン株式会社  上腕式血圧計  HEM-762

４．クレペリン検査

　本研究で用いたクレペリン検査（株式会社日本・精神
技術研究所）は、「人が作業（行動）するときの能力」と「そ
の能力を発揮するときの特徴」のふたつをまとめて測る
ことができる。「能力面の特徴」は、知能との相関も高
く、受検者が与えられた作業をどれだけ早く処理できる
か、効率よく作業がこなせるかを表している。産業、教
育、医療または人材採用・配置などの幅広い現場で90年
近く活用されてきたツールである。本研究では作業量を
学習効果ツールとして使用することとした。

５．アンケート調査

　①冷感と暑感に関するアンケート調査は、ミント
ティー摂取前（以下、０週）、ミントティー摂取１週間
後（以下、１週）、ミントティー摂取完了１週間後（以下、
２週）の計３回である。アンケートの評価として、「冷
え性だと思う」の設問で、「とてもそう思う」を－３点、

「どちらかと言えばそう思う」を－２点「どちらかと言
えばそう思わない」を－１点、「全くそう思わない」を
０点とし、「暑がりだと思う」の設問で、「とてもそう思う」
を３点、「どちらかと言えばそう思う」を２点、「どちら
かと言えばそう思わない」を１点、「全くそう思わない」
を０点とした。そして、この配点（０週、１週、２週）
の合計点数をもとに、－９～－１点を感覚冷感群（以下：
冷感群）、１～９点を感覚暑感群（以下：暑感群）とした。
この冷感群、暑感群について、ミントティー摂取による
身体および行動に及ぼす影響についての検討を行った。
　②クレペリン検査後の感覚についての主観的アンケー
ト調査を０週、１週、２週の計３回実施した。アンケー
トの内容は、①リラックスを感じますか。②すっきり感
じますか。③目が覚めますか。④疲れていますか。の４
項目とした。この各項目の評価は「まったくそう感じな
い」を０点、「ほとんどそう感じない」を１点、「あまり
そう感じない」を２点、「どちらでもない」を３点、「少
しそう感じる」を４点、「まあまあそう感じる」を５点、
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「とてもそう感じる」を６点とした。

６．試験方法

　対象者は、ミントティーを７日間１日３回（朝・昼・
夕で随時飲用）摂取した。試験プロトコルを図１に示す。
ミントティー摂取における身体への影響を比較するため
身体計測（身長、体重、BMI、血圧、脈拍、基礎代謝量）、
内田クレペリン精神検査（以下：クレペリン検査）、ア
ンケート調査を０週、１週、２週の合計３回行った。
クレペリン検査は、簡単な一桁の足し算を１分毎に行を
変えながら、休憩をはさみ前半と後半で各15分間ずつ合
計30分間行い19）、全体の計算量（作業量）、１分毎の計
算量の変化の仕方（作業曲線）と誤答から対象者のミン
トティー摂取による実施課題の作業量、作業効率の変化
量を調べた。

７．安全性の評価項目

　身体計測：体重、血圧、脈拍、体温
　問診による確認：気分の悪化、頭痛、嘔吐、下痢など

８．統計解析方法

　対象者のうち、冷感群と暑感群の年齢、身長、体重、
BMIを、母平均の差の検定で比較した。また、収縮期血
圧、拡張期血圧、脈拍、体温、クレペリン検査の作業量
および変化量については、反復測定二元配置分散分析に
より検討し、冷感群、暑感群それぞれ、摂取
前、摂取１週間後、摂取完了１週間後をボン
フェローニ法で比較した。主観的アンケート
については、クラスカルウォリス検定および
シェッフェ法により比較検討した。すべての
解析は、統計解析ソフトSPSSver25を用いて
分析し、有意水準を５％または１％とした。

９．倫理的配慮

　本研究は大手前栄養製菓学院専門学校研究
倫理委員会で承認を得て実施した。

（承認番号19－001）

Ⅲ．結 果
　対象者は22名とし、脈拍に欠損値があった者４名と、
アンケートに無回答の項目（項目10.あなたは冷え症だ
と思いますか）があった者３名、合計７名を除外し、15
名（冷感群８名、暑感群７名）をデータ解析対象者とした。
解析は、15名全体での０週、１週、２週の比較、および
冷感群、暑感群の２群間での０週、１週、２週を比較・
検討した。ベースラインは、身長において、冷感群が暑
感群より有意に低かった。対象者の詳細を表１に示す。
１．生理応答（表２）

　15名の生理応答は、０週、１週、２週に有意な変化は
みられなかった。
①収縮期血圧／拡張期血圧
　収縮期血圧は、群間に差はなかった。また、各群の前
後比較において、暑感群では摂取前に比べて１週、２週
とも有意に低下し（ｐ=0.003）、１週と２週の間では有
意な差はなかった。冷感群では０週に比べて１週、２週
ともに有意差は認められなかったが、１週に比べ２週で
有意に低下した（ｐ=0.023）。拡張期血圧は、両群とも
有意な変化はみられなかった。

②体温、脈拍
　体温、脈拍は、冷感群、暑感群の２群間において、有
意な変化はみられなかった。

③基礎代謝量
　基礎代謝量は、０週で冷感群と暑感群の間に差があり、
冷感群は暑感群に比べ低かった（ｐ=0.035）。また、各
群の前後比較において、冷感群では、摂取前に比べ１週
２週とも有意に低下（１週：ｐ=0.006、２週：ｐ<0.001）
したが、１週と２週の間では有意な差はなかった。

図1　試験プロトコル

表1　対象者
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２．クレペリン検査

　15名のクレペリン検査の結果は、０週、１週、２週に
有意な変化はみられなかった。
①作業量（表３）
　作業量は、０週で暑感群が冷感群に比べて有意に高

かった。また、各群の前後比較において、冷感群は、０
週に比べて１週、２週が有意に増加し（ｐ＜0.001）、１
週に比べ２週はより増加した（ｐ=0.001）。暑感群は、
０週に比べて１週、２週が有意に増加した（ｐ＜0.001）
が、１週と２週には有意な差はなかった。

表2　生理応答

表3　クレペリン検査、主観的アンケート
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②変化量 （図２）
　変化量は、１週と０週の差（以下、１週差）および２
週と０週の差（以下、２週差）とした。冷感群と暑感群
の１週差間に有意な差は無かったが、２週差では、冷感
群が暑感群に比べて有意に高かった（ｐ=0.006）。また、
各群の前後比較において冷感群では、１週差に比べ２週
差が有意に高かった（ｐ=0.006）が、暑感群は有意な差
はなかった。

３．主観的アンケート（表３）

　クレペリン検査後の主観的アンケートの結果、による
感覚のうち①リラックスを感じますか。②すっきり感じ
ますか。③目が覚めますか。では、15名で０週、１週、
２週に有意な変化はみられなかった。また、冷感群、暑
感群の間にも有意な変化はみられず、各群の前後比較に
おいて、有意な差はなかった。
④疲れていますか。（疲れ感）では、15名で０週、１週、
２週を比較したところ、０週に比べ１週後
に有意に疲れ感が低下し（ｐ=0.020）たが、
冷感群と暑感群の群間差はみられなかっ
た。各群の前後比較において、冷感群で０
週に比べ１週、２週とも有意に低下した（ｐ
<0.001）が、１週と２週の間に有意な差は
なかった。暑感群では、有意な変化はみら
れなかった。

４．安全性の評価項目

　本研究での身体計測は、被験者の基礎健
康調査を兼ねている。身体計測では、摂取
期間中および摂取完了後１週間において、
体重、血圧、脈拍、体温ともに異常値を示
す被験者は認められなかった。また、問診
による気分の悪化、頭痛、嘔吐、下痢など

は確認されなかった。

Ⅳ．考 察
　本研究を行うにあたり、様々な先行研究を調べた結果
を表４に示す。先行研究の多くは、ミントを一度の摂取、
吸入、芳香浴、散布など何らかの方法により触れるもの
が多く、複数日に渡る研究は数少ない。中には、最長３
週間連続ミントティーを摂取した研究もあるが17）、この
研究は、朝食後の午前中に１日１回摂取を連続で行うも
のであった。本研究のように１日３回朝、昼、晩ミント
ティーを摂取し、１週間連続で続ける研究は見当たらな
かった。この点より本研究は、ミントティー連続摂取に
よる生理応答・感覚への影響を調査した数少ない有意義
な研究といえる。なお、本研究では、被験者が全体15名、
各群で冷感群８名、暑感群７名と少なく、統計解析上で
十分なｎ数とは言えないことから、信頼性の点で劣るこ
とになったことは否めない。また、特定保健用食品や機
能性表示食品の評価では、プラセボを設けた二重盲検比
較試験が求められるが29）、ミントティーの性質上プラセ
ボと被験物質の違いが明らかとなるため、本研究では実
施することができなかったが、今後の研究課題としたい。

１．生理応答について

　収縮期血圧では、冷感群は０週において暑感群に比べ
て有意に低かったが、１週では有意差はないものの、わ
ずかに上昇し、２週で有意に低下した。このことは、冷
感群ではミントティー摂取を終了すると摂取前より低下
することから、ミントティー摂取が収縮期血圧に何らか
の影響を与えている可能性が考えられる。暑感群では０

図2　クレペリン検査における変化量、
 １週間後と２週間後の比較

冷感群 n=8, 暑感群 n=7, 平均±標準誤差, 反復測定二元配置
分散分析、 多重比較検定（Bonferrone法）、 **p<0.01

表4　先行研究比較
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週に比べて１週に有意に低下し、摂取を止めた２週も低
下した状態が続いていた。このことは、ミントティー摂
取中に収縮期血圧が低下し、摂取完了後もミントティー
摂取による持ち越し効果の可能性も考えられるが、被験
者数が限られるため、他に何らかの要因が影響している
可能性も否定できない。また、クレペリン検査を用いた
研究で、試験前の収縮期血圧、拡張期血圧、脈拍数にお
いて試験後と比較して有意な差は認められないと報告さ
れている26）。したがって、クレペリン検査による血圧へ
の影響は考え難く、ミントティー摂取が血圧に影響を与
えた可能性があると考えられるが、本研究の観察期間が
２週間と短く、被験者数も少ないことから、今後は試験
期間や被験者数を増やして観察する必要がある。今回の
研究では、ミントティー摂取が、暑感群、冷感群ともに
血圧に何らかの影響を与えている可能性があると推察さ
れた。

２．クレペリン検査

　ローズマリー精油単独の吸入とローズマリー、ペパー
ミント混合精油の吸入によるクレペリン検査を用いた作
業能率を検討した研究26）によるとクレペリン検査の解答
数はローズマリー精油単独群と比較して、ローズマリー
とペパーミント精油混合群で有意に高値であり、また正
解数についても有意に高値であったと報告されている。
　本研究では、クレペリン検査の作業量が冷感群、暑感
群の両群とも０週に比べ１週、２週ともに有意に増加し
た。１週はミントティー摂取による影響、２週はミント
ティー摂取終了後の持ち越し効果である可能性が考えら
れるが、被験者数も限られるため、何らかの要因が影響
している可能性も否定できない。また、冷感群では、１
週に比べ２週が有意に増加し、変化量も１週差に比べ２
週差が有意に高かったことから、ミントティー摂取によ
る持ち越し効果とも考えられる。なお、クレペリン検査
作業量の増加に関しては、同様のクレペリン検査を３回
行ったことで、テスト効果の起因による作業量の増加や
変化量の上昇の可能性も強いと考えられる。

３．主観的アンケートについて

　金澤ら17）は、１回のペパーミント茶摂取によりリラッ
クス感を表す数値が有意な増加傾向を示し、ストレス軽
減効果を持つことを報告した。また、渡邉15）は、ペパー
ミント精油の香りを嗅ぐと、無香条件と比較してコン
ピューター作業後も疲労度がほとんど変化しなかったこ
とを報告した。特にこの研究では、ペパーミント精油以
外にも複数の精油を用いて比較しており疲労軽減に関し

て、特にペパーミントが強い効果をもつと示唆されてい
る。
　設問④の「疲れていますか。」では、暑感群は、疲れ
感の変化はみられなかった。一方、冷感群は０週におい
て暑感群に比べ有意に疲れ感が強く、暑感群より日常生
活で何らかの疲労を強く感じている可能性を示してい
た。また、冷感群は、ミントティーを摂取することで、
疲れ感が有意に改善し、ミントティー摂取終了後も効果
が継続した。このことは、冷感群では、ミントティー摂
取による疲れ感を改善する可能性が示唆された。
　本研究では、感覚についての主観的アンケートでの、
①リラックスを感じますか。②すっきり感じますか。③
目が覚めますか。については、十分な結果を得られなかっ
た。このことは、被験者数が少ないことが考えられ、今
後の研究課題である。

４．安全性の評価

　本研究でのミントティー摂取による被験者の基礎健康
調査では、期間中に体重、血圧、脈拍、体温において注
意に値する影響は認められなかった。加えて、問診によ
る気分の悪化、頭痛、嘔吐、下痢などは確認されなかっ
たことから、本研究で用いたミントティーは、安全に飲
料できる食品であることが示唆された。

Ⅴ．結 論
　ミントティー継続摂取により、収縮期血圧低下の変化
がみられた。また、冷感群で疲れ感が低下した。冷感
群、暑感群ともクレペリン検査作業量が上昇し、クレペ
リン検査変化量は、冷感群で１週差に比べ２週差が有意
に高かった。以上のことから、感覚冷感・暑感によりミ
ントティーの効果に違いがある可能性と安全性が示唆さ
れた。
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